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大
槌
町
に
移
住
し
て
9
ヵ
月
、

山
と
向
か
い
合
う
日
々

　

昨
年
４
月
に
福
岡
県
か
ら
大
槌
町
に

移
住
し
、
N
P
O
法
人
「
吉
里
吉
里
国
」

で
働
く
北
村
裕
人
さ
ん
。
現
在
は
仮

設
住
宅
で
一
人
暮
ら
し
を
し
な
が
ら
、

日
々
、
町
内
の
山
へ
足
を
運
び
、
伐
木

作
業
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

北
村
さ
ん
は
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら

2
年
間
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

タ
ン
ザ
ニ
ア
に
赴
き
、
現
地
の
中
学
校

で
数
学
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
帰
国
後

は
大
学
院
に
進
学
し
、
震
災
翌
年
に
被

災
地
を
訪
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
大
学
ま
で
何
の
不
自
由
も
な
く
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
被
災
地
を
訪

れ
た
と
き
、
各
地
を
目
で
見
て
肌
で
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
に
戻
っ

て
か
ら
も
『
自
分
に
は
何
が
出
来
る
の

か
』
と
考
え
る
日
々
で
し
た
」

　

大
学
院
修
了
後
、
被
災
地
沿
岸
部
で

一
次
産
業
に
従
事
し
た
い
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
、
青
年
海
外
協
力
隊
O
B
と

の
縁
で
、
吉
里
吉
里
国
代
表
理
事
の
芳

賀
正
彦
さ
ん
と
出
会
い
、
大
槌
へ
の
移

住
を
決
意
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
「
夏
場
は
大
変
で
し
た
。
暑
さ
の
中
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
で

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
道
具
を
担
い
で
の
山

の
作
業
で
す
か
ら
」
と
苦
労
も
多
い
よ

う
で
す
が
、「
自
分
が
整
備
を
し
て
、
暗

か
っ
た
山
林
に
陽
の
光
が
入
る
光
景
を

見
る
と
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。

　
「
先
輩
方
は
10
年
後
、
20
年
後
の
山
の

イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
作
業
し
て
い
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
の
先
輩
の
目
線
の
先
を
必
死

で
追
い
か
け
て
い
ま
す
」
と
目
を
輝
か

せ
、「
ま
ず
技
術
や
経
験
を
身
に
つ
け
、

一
日
も
早
く
戦
力
に
な
り
た
い
で
す
ね
」

と
目
標
を
高
く
掲
げ
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
の
生
活
で
は
、
ご
近
所
の

方
と
の
触
れ
合
い
も
増
え
、
最
近
は
仕

事
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、
近
所
の
方
か

ら
野
菜
や
魚
を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
と

い
い
ま
す
。「
自
炊
は
苦
に
な
り
ま
せ
ん
。

毎
日
の
弁
当
も
自
分
で
作
り
ま
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

ギ
タ
ー
が
趣
味
と
い
う
北
村
さ
ん
で

す
が
、
子
ど
も
と
の
触
れ
合
い
も
大
好

き
で
「
将
来
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の

学
び
の
場
な
ど
に
も
携
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
ね
」
と
地
域
活
動
に
魅

力
を
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
「
ま

ず
は
一
人
前
に
な
る
事
で
す
」
と
き
っ

ぱ
り
。
誠
実
な
人
柄
と
真
っ
直
ぐ
な
目

が
印
象
的
で
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、

大
槌
の
魅
力
発
信
を
し
て
い
く

　
「
水
産
業
の
復
興
な
く
し
て
大
槌
町
の

復
興
は
成
し
得
な
い
」。
そ
の
強
い
思
い

か
ら
震
災
翌
年
の
平
成
24
年
、
水
産
物

の
加
工
・
販
売
を
手
掛
け
る
芳
賀
鮮
魚

店
（
芳
賀
政
和
代
表
）、
浦
田
商
店
（
浦

田
克
利
代
表
）、
小
豆
嶋
漁
業
（
小
豆
嶋

敏
明
代
表
）、
ナ
カ
シ
ョ
ク
（
齊
藤
勲
代

表
）
の
4
社
で
設
立
さ
れ
た
の
が
「
ど

真
ん
中
・
お
お
つ
ち
協
同
組
合
」
で
す
。　

「
海
の
幸
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
よ
る
全
国

展
開
を
目
指
し
、
4
社
の
経
験
や
技
術

を
結
集
。
地
域
の
早
期
復
興
と
発
展
に

貢
献
し
よ
う
と
、
各
事
業
者
が
連
携
し

な
が
ら
高
付
加
価
値
商
品
の
販
売
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

初
め
は
共
同
仮
設
工
場
か
ら
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
昨
年
３
月
に
は
、

魚
市
場
前
に
活
動
拠
点
と
な
る
組
合
施

設
が
完
成
し
ま
し
た
。
大
槌
の
水
産
業

復
興
を
願
う
全
国
各
地
の
約
5
千
人
の

サ
ポ
ー
タ
ー
の
支
援
に
こ
た
え
る
べ
く
、

大
槌
の
海
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い

ま
す
。

　

組
合
施
設
で
は
、
４
社
が
手
掛
け
て

い
る
商
品
を
は
じ
め
、
町
内
の
団
体
が

作
っ
て
い
る
手
芸
品
や
木
製
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
を
販
売
。
新
巻
き
ザ
ケ
づ
く

り
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
観
光
客
や
町
民
の
方
々
の
た

「復興を支える人　支える団体」

め
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
復
興
に

向
け
た
工
事
が
進
む
地
域
の
中
で
憩
い

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

メ
ー
ン
は
店
頭
販
売
で
す
が
、
昨
年

11
月
に
販
売
を
始
め
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
弁

当
も
評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
慢
の

海
産
物
を
中
心
に
日
替
わ
り
の
お
か
ず

が
楽
し
め
る
内
容
で
、
価
格
も
4
3
0

円
と
お
手
ご
ろ
。
組
合
施
設
が
で
き
た

当
初
か
ら
、
外
観
の
せ
い
か
「
こ
こ
は

食
堂
で
す
か
？
」「
何
か
食
べ
る
こ
と
は

で
き
ま
す
か
？
」
と
い
う
声
が
絶
え
な

か
っ
た
そ
う
で
、
組
合
施
設
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
は
「
そ
の
た
び
に
お
断
り
す
る

の
が
心
苦
し
か
っ
た
」と
振
り
返
り
、「
海

の
近
く
に
は
飲
食
店
が
な
く
、
復
興
工

事
で
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
方
々
か
ら

弁
当
を
求
め
る
声
が
あ
り
ま
し
た
。
地

元
の
産
物
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

で
、
復
興
の
一
助
に
も
な
れ
ば
」
と
思

い
を
込
め
ま
す
。

　

三
陸
海
岸
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す

る
大
槌
で
立
ち
上
が
っ
た
「
ど
真
ん
中
・

お
お
つ
ち
協
同
組
合
」。
海
の
魅
力
と
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
、
今
後
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
続
き
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　

吉
里
吉
里
国
　
　
北き

た
む
ら村
裕ひ

ろ
と人
さ
ん

　三陸ベニマルは、昭和 51 年に海

産物や魚介類などを取り扱う商店と

して吉里吉里で開業し、今年で開業

40 年を迎えます。

　震災後、もっと大槌の食材をアピールしたいとい

う思いから「あさひ堂」という新しいロゴを作成し

商品のＰＲに励んでいます＝上写真。

　そこで、三陸ベニマル営業担当の倉

本朝日さん＝左写真＝に震災後の苦労

や復興への取り組みについて伺ってみ

ました。

■震災後の苦労
　「私は岩手県内の民間企業で営業をやっていました。

営業を行っているうちに『いい食材は宣伝方法を工夫

するだけで売上が伸びる』ということを実感したため、

地元に帰って大槌のものを宣伝しようと決意しました。

　東日本大震災が起きたのは大槌に戻ってから３年ほ

どたった時でした。震災後は物を仕入

れるのに大変苦労しましたが、自分た

ちの魚を待ってくれている人がいると

知り、一日でも早い再開を目指して全

力で取り組みました。結果、

震災が起きてから２週間後

の３月末には移動販売を再

開することができ、お客さ

まに魚を届けることができました。その際、魚だけで

なくお客さまの要望に対してできる限り応えたいと思

い、魚以外の物も仕入れては届けていました。あの時

のみなさんの笑顔は一生忘れることはないですし、そ

れが今の私たちの原動力になっています」

■復興に向けての取組み
　「もともと大槌町の魅力を全国に

広げたいという思いからインター

ネットを使った販売を行っていまし

たが、震災後は新たにフェイスブッ

クを開始し、商品の魅力や大槌の復興状況を定期的

に発信しています＝右上写真。また、町の補助事業を

活用して新たに加工場を建設したことにより、作業効

率が上がり日々復興に向かっていることを実感してい

ます。大槌町の海産物は品質がよく魅力的なものが多

いです。これからも地元大槌の食材にこだわり続け、

大槌の魅力を発信していきたいと思います」

「三陸ベニマル」
～“大槌産 ”にこだわり “大槌産 ”を全国へ発信～

　震災の影響もあり世帯数・人口が増加している大槌町

花輪田地区に集会所が整備されることになり 10 月 30 日、

整備を支援する公益財団法人国際開発救援財団（FIDR）

と町の間で覚書が締結されました。

　建設予定地は花輪田自治会が選定した国道 45 号に近い

場所で、建物の設計・建設については FIDR の寄付が活用

されます。来年度中に、敷地面積約 1200 平方メートルに

木造平屋建て（延べ床面積 165 平方メートル）1 棟が建

設される予定です。

　締結式では、FIDR の江川信彦常務理事と平野公三町長

が覚書に調印。これまで整備の要望を重ねてきた自治会関

係者も立ち会いました。

復興通信　「復興を支える人」

ど
真
ん
中
・
お
お
つ
ち
協
同
組
合

北村 裕人さん

ど真ん中・おおつち協同組合
の皆さん
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